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⼤藪 善久

株式会社SOCI／ソウシ・代表

⼀級建築⼠／技術⼠(都市及び地⽅計画)
流⼭市景観アドバイザー

1985年 静岡県⽣まれ
2010年 東京⼤学⼤学院⼯学系研究科

社会基盤学専攻 景観研究室修了
2010年 ⽇建設計シビル⼊社
2019年 ⽇建設計シビル退職
2019年 株式会社SOCIを設⽴

ウォーカブル実践都市(2019～)

豊田市/沼津市/千葉市/堺市/姫路市

つくば市/川崎市/豊島区/大阪市/朝霞市

尼崎市/掛川市/竹原市/茨木市/etc



SOCI inc.は新しい時代のパブリックスペースのあり方を模索しながら、

都市スケールから身体スケールまで様々な「場」づくりを行う設計事務所です。



「公共」を「総私」としてとらえる 「まち」と「わたし」のものがたりをつなぐ 「実践」と「理論」の循環をつくる

PUBLIC PROCESS PROTOTYPE

Thinks..
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沼津市／中心市街地まちづくり戦略

CASE



■沼津市について
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沼津駅南⼝駅前広場



仲⾒世商店街



狩野川



■沼津中心市街地まちづくり戦略（2018～）

●沼津駅

●市役所

●狩野川

●中央公園

●
仲見世商店街

600m

600m沼津中心市街地
まちづくり戦略
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沼津駅周辺にて実施されている鉄道高架化による一連の区画整理や道路整備に伴って、

中心市街地まちづくりとして公共空間の再編と駅前広場の再整備を段階的に目指すPJ。

沼津駅周辺総合事業図⾯

■沼津中心市街地まちづくり戦略（2018～）



2018年度 沼津市／沼津駅南口駅前広場整備方針等策定業務

2019年度 沼津市／H31年中心市街地まちづくり戦略公共空間再編に向けた調査・検討等業務委託

⇒沼津市中心市街地まちづくり戦略の策定

2020年度 沼津市／R2年度中心市街地まちづくり戦略ヒト中心の公共空間創出に向けた空間・
 交通再編検討業務委託
UR都市機構／令和2年度沼津駅周辺地区まちなかウォーカブル推進に向けた検討業務

2021年度 沼津市／令和3年度中心市街地まちづくり戦略公共空間再編整備計画作成等業務
UR都市機構／Ｒ3年度沼津駅周辺地区まちなかウォーカブル推進に向けた検討

⇒公共空間再編整備計画・都市空間デザインガイドライン策定

⇒社会実験「OPEN NUMAZU Street」
＊2022年 4月6日～27日にて実施

■沼津中心市街地まちづくり戦略（2018～） ⇒ビジョン・計画づくり・整備
⇒社会実験・プレイスメイキング
⇒地元プレイヤーによる社会実験



2022年度 公共空間の再編の具体的検討、デザインガイドラインの実践支援

⇒三枚橋錦町線の整備方針策定

⇒社会実験「OPEN NUMAZU Arcade」
＊2022年 10月27日～11月15日にて実施

2023年度 公共空間の再編の具体的検討、Parkletの設計・製作・設置

⇒「OPEN NUMAZU Parklet」の設置

⇒三枚橋錦町線の概略設計

⇒社会実験「OPEN NUMAZU WEEKEND」
＊2022年 10月27日～11月15日にて実施

■沼津中心市街地まちづくり戦略（2018～） ⇒ビジョン・計画づくり・整備
⇒社会実験・プレイスメイキング
⇒地元プレイヤーによる社会実験



■沼津中心市街地まちづくり戦略（2018～）

沼津駅周辺総合整備事業を契機に、沼
津駅周辺の市街地を、ヒト中心の魅力
ある場所へと再生し、多くの市民や来
訪者が集い、交流し、住まい、回遊す
る都市の顔として再構築していくため
に、まちづくりの施策の方向性を示す。

「沼津市中心市街地まちづくり戦略」
を令和２年３月に策定



■短期・中期・長期のまちづくり
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■公共空間再編整備計画・都市空間デザインガイドライン

地区全体の戦略づくり
と

官民共に取り組むアクションプラン
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■公共空間再編整備計画・都市空間デザインガイドライン
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公共空間再編整備計画

都市空間デザインガイドライン

公共



まちの現況分析
プローブパーソン分析

空間特性分析（スペースシンタックス）

↓

まちづくりシナリオ
中期のまちの姿を実現するための

戦略的な施策展開のステップ（点・線・面）

↓

公共空間の再編

■公共空間再編整備計画の流れ
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■公共空間再編整備計画・都市空間デザインガイドライン

プローブパーソン調査

スペースシンタックス



■まちづくりシナリオ



■まちづくりシナリオ



■公共空間の再編
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公共空間再編整備計画

都市空間デザインガイドライン

民間



■公共空間の再編方針と連携した、各要素のデザイン方針



■公共空間の再編方針と連携した、各要素のデザイン方針



■デザイン方針：（例）シンボルロード



■デザイン方針：（例）シンボルロード
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■公共空間再編整備計画・都市空間デザインガイドライン

社会実験 → アジャイル的な検証システム
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「OPEN！NUMAZU」は公共空間をひらくことで見える未来の沼津のまち

なかの風景を「日常」へとつなげる実験的な取り組みです。空間をひらく

ことだけでなく、暮らしの余白を広げ、ひとりひとりが日常を豊かにする

ためのアクションを起こすことで、未来のまちなかへ近づいていきます。

■戦略的な検証サイクル「OPEN NUMAZU」
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社会実験の目的／未来の風景を埋め込む

まちづくり戦略の中期における
道路再配分と利活用空間創出における影響及び効果検証１

沼津の将来への期待感を持てる「日常」の風景づくり２

地域における公共空間利活用の機運の醸成と、
未来につながる仕掛けを埋め込む

３
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Design︓イベント化しないための運営・調査と、今後に繋がる仕掛け

地域における公共空間利活用の機運の醸成と、
未来につながる仕掛けを埋め込む

デザインガイドライン
が実現する未来を⽰す

ビジョン

社会実験

地先空間活⽤チャレンジ
＠仲⾒世商店街など

オリジナル什器で
実践を援助・空間の質を担保

デザインガイドライン
の実践を市が伴⾛

⺠間への展開



1⾞線を減少して実験を⾏ったところ、交通量としては道路の再編が可能な結果となり
ました。また、利活⽤空間創出により歩⾏者交通量等が増加しました。

道路再配分と利活用空
間創出における影響及
び効果検証

地域における公共空間
利活用の機運の醸成と、
未来につながる仕掛け
を埋め込む

沼津の将来への期待感
を持てる「日常」の風
景づくり

01

02

03

⾃動⾞交通の影響：周辺２交差点は交通量が微増したが、
交通処理能⼒には余裕がある結果となった

歩⾏者交通量：最⼤約60％増加
対象エリアの滞留⼈数：1.6倍（座る⼈は3.5倍に）

⽇常の⾵景として、⾞道上の「くつろぎ空間」は居⼼地の良さが評価されました。また、
実際に会話や飲⾷等のアクティビティが多く観察され、期間中に利⽤も増えました。

市内や近隣店舗への協⼒により出店を実施し、公共空間のポテンシャルを感じてもら
うと共に、市⺠への周知としてSNSを活⽤した広報を実施しました。

居⼼地が良い：71％
今後も「くつろぎ空
間」を利⽤したい
：87％
（アンケート調査より）

1週⽬→3週⽬
休⽇利⽤者数：2.0倍

1週⽬→3週⽬
アクティビティ種類増加

今回の社会実験へ
参加してよかった
：80％
（出店者ヒアリングより）

Facebook

リーチ数：約5.0万⼈
Instagram

リーチ数：約3.6万⼈

仮説の検証と成果



地域における公共空間利活用の機運の醸成と、
未来につながる仕掛けを埋め込む

３



仲⾒世商店街







■「OPEN NUMAZU PARKLET」

「OPEN！NUMAZU」のこれまでの実証実験の結果として、

長期間設置のパークレットを三枚橋錦町線に設置しました。



■「OPEN NUMAZU PARKLET」



まちなかデザイン会議 第７回



OPEN NUMAZU GREEN PROJECT



OPEN NUMAZU GREEN PROJECT



■これからの進め方



Thinks..

「公共」を「総私」としてとらえる 「まち」と「わたし」のものがたりをつなぐ 「実践」と「理論」の循環をつくる

PUBLIC PROCESS PROTOTYPE

■ウォーカブルをすすめるためのヒント



■ウォーカブルをすすめるためのヒント

「公共」を「総私」としてとらえる

PUBLIC
まちを測り、「シナリオ（戦術）」をつくる。

→まちを測り、人の動きを可視化し、戦術を考える

→ビジョンや戦略の次に、どこから何から

手をつけるのかのシナリオづくり

→そのシナリオをアジャイル的に見直す

→まちづくりのシナリオを

市民が理解してもらい、乗っかってもらう



■ウォーカブルをすすめるためのヒント

PROCESS

「まち」と「わたし」のものがたりをつなぐ

「大きいまちづくり」×「小さいまちづくり」

→ハード整備主体の公共空間再編と、

民間主体の取り組みや仕掛けをいかに掛け算できるか

→沼津の場合は、

中心市街地まちづくり戦略×リノベまちづくり

→まちのものがたりに、いかに「わたし」が関われるか



■ウォーカブルをすすめるためのヒント

PROTOTYPE

「実践」と「理論」の循環をつくる

まちづくりの「循環」のシステムをつくる

→例えば、社会実験をシステムとして実装する

単発で終わらせないための仕掛けを組み込む

→キャラバン的な発想や、プレイヤーで繋ぐ

出店者のメリットを最大化するための仕掛け

→フローではなく、ストック的な発想が大事



他部署・市民・学生・プレイヤー

を「徹底的に」巻き込む

→巻き込みやすい仕掛けをつくる

社会実験のシステム化もその一つ

→まちづくりの合言葉を作り、広報を行う

→縦割りを超えるBIG VISONを議論する。

■ウォーカブルをすすめるためのヒント

ウォーカブルは、目的ではなく手段。なんのためにやるのかをもう一度考える

「未来の暮らしの目指す姿」は、本来領域横断して全市的に取り組むべきもの



・BIG VISIONとしての「中心市街地まちづくり戦略」の存在
→連続立体交差事業を契機とした、ヒト中心の中心市街地を目指す取り組み

→その手段としての「ウォーカブル」の手法を用いる

→より領域横断して、さまざまな分野を掛け算する必要がある

・自治体と地元のよい関係性
→リノベーションまちづくりによるプレイヤーの存在

→中心市街地まちづくり戦略業務でも、地元プレイヤーを入れて動かしていく

EX：OPENNUMAZUのロゴ、什器製作、出店者発掘、運営、、

・取り組みが持続するための業務体制（市とUR）
→沼津市とUR：「沼津市中心市街地まちづくり戦略の推進に関する協定」

→６年間、それぞれが役割分担しながら業務発注して継続的に取り組みを進める

→継続的に関わり二人三脚で戦略をつくる、都市デザイナーの存在

■沼津市がうまくいっているとしたら、、






